
ン ッ は、このような に う したと かれているだろうか。 々と が 化

する 、 しい に し ン ッ は「 で も い人 だと う」48と 、また

「もはや生きることではなく、 く に ることの 考 ていた」49と し、 ン

ッ の「 さ」が 筆される。さらに、 りくる らの を「他人 であるかのように」50とら

る、 ン ッ の理 を わない態 も 及される。もはやできる がないことは より

がわかっていると にする ン ッ は、「他人 を しているかのように ち いた、 や

かな 」51だったという。 の 、周 に をかける にも、「 く やさしい調 」52や「

ち前の しさ」53が われることなく、 かに を る。 った を前にして、

と に を せるのではなく、理 的に をとら かに しようとする ン ッ の態

の 高さが り し記 される。その後に く 後の文は「 が数 けいれ した後、 け の

2 時 に くなったが、それは が くなり めて 9 時 後のことだった」という、 的

を く した の を伝 るものである。26 という若さでの 期せ に して、 後まで

を わず やかに を け れた ン ッ の 期を な で すまいとする、記録

としてのラフ イ ッ 人の、 よりも「 す き 」 の 意の れではないだろうか。 
 
おわりに 

上、ラフ イ ッ 人の人物 と しについてその を した。ラフ イ ッ 人

は、 力や 力によって を求める 力としての「 」と、 ある を つ「 」

という 点から人物 を に していた。 的な の ではなく、 された の きを

したところにラフ イ ッ 人ならではの がある。 ン ッ ・ ン ルテールに

しても、ラフ イ ッ 人はその 点と さ、さらに の を じく な しで つ

めていた。 ン ッ の要 で まったこの伝記は、ラフ イ ッ 人の 的 点が わる

ことで、 ン ッ の 長の記録となったのである。 の い の記録にも、 ン ッ

の の における 的な 高さ の が に れ、その の で ン ッ の 長

物語が する。 
ラフ イ ッ 人は『ク ーヴの 』は「記録」だと したが、この『 ン ッ ・ ン

ルテール伝』という記録が『ク ーヴの 』の デルだったとまでは できないにしても、

いくつかの 点は らかだ。 に人物を し する し、 がら の の描 、

的な といった は、ラフ イ ッ 人の小説と するものである。 した 力、

の 求、若年での高 な という ン ッ の人物 も、『ク ーヴの 』の インと重

なってくる。 ン ッ の記 がやがて、『ク ーヴの 』において に生き けることにな

る、と うことはできそうである。 

                                                         
48 I bid. ,  p.767. 
49 I bid. ,  p.769. 
50 I bid. ,  p.769. 
51 I bid. ,  p.770. 
52 I bid. ,  p.774.  
53 I bid. ,  p.775. 
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付録 A いちょう塾の講義に利用したパワーポイントの一部 
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